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まえカラき

昭和 28 ~I ミ 6)J 22 n J) 九州地方の栄i:IJ 1こよるいn!tf-内倫山rHオ:ヰIÚÎJ) f( 1M ti~な illJl哀とその対策

にういての判を団J) 一日に];I!わ iJ ，主として r:岐に関係ある部f'1 :iC'支持って制査した。 r古i'f;'t白人]

1<:広範凶であるうえに 11 数の関係もあり，糊折(I'J な観察にとどまり， ， it\;i:'H主 1)Y~与にも不備なよI，i.

があリ ql訳なし寸c出である。

との~-Wd~杢にあたって絡始指導を賜わった経営部長 ノj、幡進氏ゐよび防災部長 決!11貞夫博士

ならびに JI)(純めについて助言を'乏けた 1 ，;Jf(，f ， ::n応店、1\:，木立 11::嗣氏，また 1M1杏にあたって御便

宜を与えてドさった地元の諸氏に対し，ととに詞t立を去します。

1 j;也形と水害の関係

P'J掛川崎山は，四から，(jl!Jil 了-lT;-， Pl't大 11 ， rll 岳， FV!h やや出lUじと桜子岳と :m:~ljに松山i

1 ， 300~1 , 600 m の山 Hrがほぼ也下!iiに連らなっていて，そのïH;dn'，jlこí![J寵山と丸山が突If 11 して

いる。河川は伊jJí富山と丸山に凶まれた白水村の区域と， Ilt己11:1‘ると i阪市とする高岳と相子 rIiのIj l

1l\Jの区域が， やや支~~ntが合」している以外はほとんどlÜ*Jj~ に， 櫛状に *111かく北から市にコとっ

て，i'J川本流 iと1可ULj~/vで L 、る。

( 1 )土壌調査部土壌肥料科長
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~I'n!tl~内 Irt~1山 'IH奈川îJ)地W; を A:)JIJすると，つぎのように区分するととができる L

a. q' {i;， ・正:j tÎj，:)<也 l:v_i<

1. 町一 i二'/三担部 約 1 ， 100m J.スー 1: 

2 . ~I 1 {ii:J:斜{Hí 示\] 1 ， ICO~800m 

3. 初iillH'Hí 800~600 m 

4. 1rt.土也{ilí 600 m l'}. ド

b. 1:1~子民地Jムk

1. rIIFr:J沈下部 800m 以上

2. ，IJÆ~犬tì-J:也者 :í 800m 1スド

l刊愉山の A:.-I\日分を， 'i める1[，舟，向 m・の区域l土地)1'幼:位問lによって大??日変貌しているが，なゐ

JliJ買部に火口 p 火口 !jj〔が残ってむり， rI l 麓に何iillfの校斜地J/ヨ部がある。東jjに独立して;((-{I:ず

るイ1~子舟はi吹火11;.ft も以も ~il .ものとみられてたり， J1'f部は爆裂あるいは臼仙のためかゴ何?に

吃工にした1':-ィ i地帯になっている。 1I1 応急:烈令官も非常に佐伯がjßみ，そのド令官に!晶状JH~Y(J也がJ主

続している。

山岳部 1. 'I'Hf~:j{i;，J也l~，長

金 t世 gß

裾野 ~È

(Jjli.罫)/ / 

!A/) 
河野/〆プ/

川4/戸í .(-}I 
(轟林 J〆í i :-----

削)虫V;;;J(]___>-;/ 一一谷地形
み4岨~--~-- ←-1畳蝕部
乙ー.-'ーーユム〆 -

第 1 図 阿蘇中九火山体地形概nJ存図
Fig. 1 Diagramatic Cro5s Section of 

Topography of Mt. Aso. 

A. UI {ir;示会lt.lí

ド :;)1)からの位111tが非常に逃んで， ]克 |γ1'-1日

許líにまでゐよび、つつあるので，その境JMlμ主

ftri~n・の ffjll訪日!~iJ r.{~ としている。すなわち山Hi

:~:I唆1íllの _1'.1'\'11は ， 11ft 幻i寺ftJコ )f~なった俳治Jヲ

ド山、数ほが給日止となって時!I'， し，そのJはもは

なはだしし、のは ?':j (1;.である。このM訂正から倒

的Hこ去る1í\Jは.::J:I唆な ft(f会・~rni'て、るって，櫛の歯

のように和[1かく '1'.1j したi可谷によって似・加が行われ，との谷と谷の川にある技純は川n~(Jヲヨヲ:i

ない尖ったねiL状になっている。

rJ'Ji f/((i"J に故も崩壊のはなはだしいのはとの区域であって，そのゐもな!月[1 ~， i には

1. 絶壁より岩子 jJコ落下ととれによる崩壊の助長

2. きわめて急峻であること

3. 表!長は新鮮な火山砂で、あって，結若l'主がないとと

4. 土法居が浅く， .J，主岩に法しやすいとと

5. 災守時の雨量がfl_í)'也部よりも多し、と推定されるとと

三事をあげるととができる。

今.:)(v) 災J井?ではとの部分Jコ表i而'庁;f~のニUi'少や崩壊落下した岩石が流ードして，下流部J)伝・蝕を
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非常に大きくした誘1'，1 になってし、る。

B. [1 1 舟地11';と柿野地形 l乃接続台fí

山岳地形から初山f地形 lこ移行する部分は，傾斜!立がiおiJ?!~ と異なってし、て，山岳部からの治干[

を合んだMUkが強くとの部分を叩くために， inf谷民的lが特にはなはだしく深く掘れ込んで、い

る。との部分は lfr状の安山*~.ーが侵蝕によって路11'，し，さらに削り tがされてし・るためにp 附j庄の

山腹話而はその l釘')"1) を 7とって不安定となれ科耐の崩務を助長している。ととに Phot. 1, 2 

のようにと J)t\lí分が湯水点になってL ‘るときは，との部分から下にM1干の側方佐伯がはなはだ

しく， 明 ;J'( と iN i表J)'íヰ，'1妄な関係を如実に示している。

白水沢では，との1~I)j，トで rr，~野部が逆に陥入したようになり(東西l乙ぜ改良に) , (11岳部より 1 ・H

ドしたj芙~f土，との部分で何rttJ して東四にうt 1) ，二，三の渓谷が集まって引;ír野部をrrいてふた

たちピ市ドして L 、る。

c. 1Jr'} llií' 叩

荷主計'，:jí は rHn"Îの -'1'-上I [な台地糾而ととれを_rr l..、て .fJülH 込んだ谷去よび谷ぷ・1-11'IJ とからなってい

る。ヱ|三坦な介地は，土壌が安定していて全然災待を受けていない。谷市Jコ底而と側面は i二1~ritか

らの土引流によって，はなはだし〈侵n1tを受けて 7Pf床が広くなり，新しく流下した転干[で虫IIっ

ている。 とのJ指定にあるダムは側面が忠治に 1，'，-]'，とされてし、ないためにほとんどが壊されてい

る。谷斜1l"Î f主 J :J:I唆なためと本部がi指定で悦何!されて流二t したために不安定にたり.さらにこ1:

写真 1 

山岳地形と裾野地形の接続部の侵自由、および斜面崩落(白水沢上流)

Phot. 1 Bed Erosion of Valley on the Topographic 

Change Point frorn very Steep to Steep Slope. 

写真 2 山岳地形と裾野地形の接続ffi;
の~荒露出と山腹斜面の崩落

(丸山附近)
Phot. 2 Side and Bed Erosion 
of Valley 0ロ the Topographic 
Change Point. (Mt. Maruyama) 
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写真 3 白水沢上流の裾野地形部と山岳地形部の移行地

附近の断13状陥入地形。遠望(土中岳山岳部の崩壊
Phot. 3 Erosion of Steep Slope of Mt. Naka-

dake , and its distinctly Changing Slope. 

2. 恨子仔}土也J:;l)<

A. fJi17山:1唆tf!)

ql 岳， f.:j 民地帯のと山首:1;Jì]:也 II五と児なっている jl，'， Î. は

I_;Ùょが;fi)r魚ï: な火I1/Ii'Ýであるためもあって斜

H可の滑落がはなはだしい。

D. 主仕上也tl)の V~~lf

自ノ1'( ， )LLf/JÛUjのように初出fに fìJI1!.J:也

ではかIfjE をJjjj壊し ， j俗i在した:1:1沙j在はJ 亡

診乙，jiJI:土也に :j~f，作を与えている。 J多到した

かJ川は，その部分をj築く t<íÎ1t して新しい

川になっている。

a. 右之 I-，=rn;で、は ql f�;" 正:i ffJは帯状の絶句jであるが， 1;j~子. l1iでは針j歯状に77イ[が，'，:っている

CPhot. 25 , 35 参加入

b. 谷[<x':(i1tが特にjlli み， Ufl4犬に深< U/塊の ql心部にまで注してし、る。したがって，崩壊而は

m部から掠向'2\': 200 m J.~I. 卜.にも必よぷ純情になっている。 j菜rifn'JÎはすでに今~J~JJ'(得で基告を

路!l L さらに桝減しておÎ'{!.t'í:な ì1'} らかなfÍ'JÎになっている CPhot. 29 参!1(0 。

c. Lfj /JU~n'rúÎ も批もよ';峻で、あるがp その崩壊は ql

日よりも少ない(とれについては土地利川区分でj_iß

写真 4 山腹斜面の崩落 (丸山)

Phot. 4 Slip Fall of 乱fountain Side. 

(Mt. Maruyama) 

写真 5 山腹斜面の崩落 (丸山)

Phot. 5 Slip Fall of 孔10untain

Side. (Mt. Maruyama) 
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写真 6 山岳地形と裾野地形の接続部の侵蝕(根子岳魔)
Phot. 6 Erosion at Connecting Point of 乱10untain

SIope and Fan. (Mt. Nekodake) 

B. 扇状J:[jJ.背日

11~子吊の裾貯は過去にー 1: イ i流のよH~杭がくり返され

てこれを坦11 め， UI岳部の待の下i亡扇状地が形成され

ている。山岳?部1弘日の谷から踊4

の水f得li~でJ上二7吉部午司郊l日l凶カか込らの転i'f係4ら， i流斑 1I出I1 した l:白îi流}夜在で、流-弘蕊;巨(~状伊伏: 

に拍掘uれL込んでで、しい、る。土石流 i土 j自主流して扇状台地に拡

が 1) ，新しく土H~附を Æ:ねるとともに，その中央にi架さ

10m にむよぶ深い垂直の新しい谷が{乏蝕によって

できている。との扇状地より持ち IH された一一1: イ[量も

たきし下流の侵蝕を山長しているととが推定され

る。

MJ, 111流;域に比ìJi交して l'1/1 1流域の内i陥山静耐がゴ[0常

に崩壊が多かった正IItHI として，まや第一に昨i:11量の

きわめて多かったJ!JJlilJの風向が]二有 lこ侃していたため

に， THr可の n川流域の方が北両の;X~川流域より}\.量

の降雨があったととを挙げられているが，さらに地

形についてみると ， H~~川流域の方は，何野地形がゾ〈

写真 7 同左
(滝宣言状に掘れている)

Phot. 7 
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写真 8 扇状台地の侵蝕 (根子岳)
Phot. 8 Erosion of Fan Dep03it. 

(Mt. Nekodake) 

休 1 ， OOOm 近くまでに述していて， 1I1 岳1Hí の~~;拝:.i :-X:=が白川流域より少なししかも山岳部J)

1可i斜が(1川側より殺やかであり，また，渓谷も深くないために谷示判'， jJJ発達もゆなく奈!日自主ゆ

るやかである。黒川ifJê域の土也Ifbが崩壊の少ないことの一回IIJであるとともに， 1美谷部はヤシヤ

ブシでよく 1依われていることも佼蝕を /Vj ， l: した大きな !J;{[主!ともなっているように観祭さ ALる υ

さらに~fî山治水工事が交化の進んだ黒川流域の方が徹底して実施されているとともみのがす
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開問W明明瞬間a叫叫主婦蝿... 4進~-同

ととができない。

"1 !Jtrhì1 1'存とか[谷位n~!は交互に↓り'J1長しあ

う関係にあるが， J巴川流1或ではそのい-þ

~L も剥いために事l;県として ír !l l流域に比

較して災守がゴr:'I;;~aに少なくなっている。

1 土壌と崩壊の関係

1. 土壕形態および降友署位

写真 9 高岳の黒川流域斜面 阿蘇I^]'!i命火 II1 !iÏ'の;}文書区域の :1:壊HJrrúî
Phot. 9 

SmaIl Slip FaIl on Notrh Side of Mt. Takadake. の :W~lL~ ，ごついて二，三の;jllJ査した幸町民を

例ぷすれば Fig.2 ， 3 ， 4 公よちて Fi只.

8 , 9 , 10 である。

とれらの_-!:出!什断 n'IÎに共泊した大きな

ヰ好投は，夫!斤が玄武!.l:.rrのおi鮮な黒色火

山 /j(イÎ'Ýからなるきわめて~~w.~なー 1:壊であ

るととである u とれは森山火山 ii'í:にみ

られるJ'，'':I);('!'Iゴf:色 1: とは会〈異なってい

て，時航JJ~Z'fは比較的に少なく， 11母断げIÎ

写真 10 根子岳の黒)11所し域側 にみられる黒い色は付:材 tl身の色であっ
Phot. 10 SmaIl Erosion of Fan on North Side of 

Mt. Nekodake. て，時材の風化がまだほとんどi生んでい
…ι 鯨 v 労恐P務""ト S L 吟，，，，山品、後為尖端為必謬弘お理盛時W

ないととを示すものである。とれは絶Ii\J

ない火 r11 i，r，-ji)Jの降伏による ltl~ ,1'/[ }可迂Il支

が，f.上付の風化，ー 1:壊生成等による :1:壊

成熟の法度ーよりも優るために， イミ芸品な状

態にあるもので， J也!示配布!(物や，地下に

きu没されたよ巴色二とから判断してみると，

もし土ti!.去が安定状態にあれば，一応1;\1原

性黒色ニL (ただし， Ando Soil-black 士

写真 11 根子岳の白川流域{日j たは Ando Soilbrown) に移行するも
Phot. 11 

Wide Erosion of Fan on South Side of Mt. N号:kodake. のと Jきえら ~Lる。

とれらのこ1:壌のうち，一部のものには表阪に Crumb 構造がみられるが，大部分は Single

grain または Ma~sive 締法である。

根子{f;-山麓の扇状台地では新しく生じたi一定い侵蝕聞に過去の土佐引状態をみるととができる。
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Fig.5 , 6 はそのJIIーも乍|えj主である。んきな治イ{を合んだ!与えL 、 111:砧物，小さい燥を合んだliij壊JII;

干1t!f'l!) , またある時fth干には流水による砂江主子よび士1íL'i't沈干'1\'物， 火山 f火〈の昨4私茨A足ミ， 村相|問当邦則JI山l日川:p水下向B防即;1{vでむ

蔽わjれLじvてζL 、たと ト汚汚57一えら jれLる午!原1五ポ;ヌ{，刊門陀:二ゴ"思I

:過品;ヰt一へ汁、，汁Iに亡は今~:)(の JJi肌ij壊F相主!度立 P あるいは， それ以← 1..の崩壊がくり返されてし、たととを示してし、る。

Fi只.2~6 を辿12 して，み:1:壌の尉f立の形成された時代の/， '-J 異関係をJ4めるととは H;!羽iであ

り p 昨lý( )jij'N:の 1!lri序， I以さも#，}}i)î'によって非'ji?に呉なっている。とれば昨今ミの }jf立やその時の

地形によって生じた結県であると'Jgえられる。しかし，全般的にみて p 夫!ぽは新鮮な火1111沙!ほ

からなっているが， ほとんどすべての的所で内没された黒色の有機はのー Uill肢を:761めるととが

できる。とれはある 11年代にかなり静穏で刊IJ;\'I-II:黒色:/:を形成するに泊した11判切らk< 続L 、たと

とを示すものである。ただ Fig.3 のみは泌さ 80cm まで‘の山には埋没黒色J:を:認めるとと

ができなかったが Fig.5 のように 3m (らいのi定さでイfイ1:するととなどから， Fig.3 の

i必介でもさらにi架部 iこ坦H没してし‘る可能a陀があるつまた ，!.11:f犬地のみでなく， Fig.3 のように 111

IJ11ßr.にゐいても，キ(':1状乃;K.fH肢を I認めるととは特異な現決である。

1 時沼里柑車t

r--~crn I (栗芭火山灰砂)

Effl/iLlLlJ/ノイ E 帯褐草色軟
'l-- m 暗椙色 軟

イ物m~w 黒色 側
l 、"・ H 褐色 宝

寸. . ペー・(昔褐色浮石})

T M 明褐色桓m望

20 四明褐色

ゃ:.<.<"~ o. ~.~;四明諸色
i ・ _0_  (2飢えil石;)

LI ;t.積色

第 2 図

根子岳箆色見1寸降灰層状態

Fig.2 

Soil Profile at ViL Shikimi. 

7 以~，位以「吟 A 里山醐宮

[ I 霊色火山山田崎
---ーーーーーーーーーー 盟

~ m グ 多浬

i ミ乙;ミミピ三三三 w 黄諮問別声
。5 V 崎褐

明帯里褐堂

、勿初夕方
/_".ゾー一一一一 Y:l(:t.)黒 事湿

第 4 図 白7]\村裾野台地上土壌断面図
Fig. 4 Soil Profile of Gentle 
Slope Pleteau at ViL Shiramizu 
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第 3 図
丸山裾野部山腹斜面士左翼断面図

(崩壊していない地域)

Fig.3 
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第 5 図
根子岳山麓扇状地土壌堆積

Fig. 5 Deposits Layers of Fan. 
(Mt. Nekodake) 
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Fig. 6 Deposits Layers of Fan. 
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(1サには少ないものと 1ff~定する。

2. 土壌の理学的性質

林業試敬場研究報:tf 第 69 号

みー一一一て 、。. 0 U 新規I在積(浮石絢品幸運)

?f ， di;い\札、i;J\い根系介布
や f\\ I 回二らみy訪問押み府庁? 火山砂戸
F 庁グノフγげん
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A部詳細図

第 6' 図 Fig.6 表kTj部詳細図
Fig. 6' Defails of Upper Portion of Fig. 6. 

阿蘇lλl愉 LII のf'I Jl INc .l}.x科1Mにみられる一般的な土壌!討i折伯{

形態は，約 100 cm ì~~ さ以下は E芸術なお([11の火山山流であっ

て，その-'"部には. tl tI:\JにぎIl没，':n色 -1:，ゐよび浮{Îの ií.ii!任を

介{r: した，)、熱なm色火UI1i'引所からなっている。その }~I~!味か

らいって， Fig.7 , 8, 9 の :1 :壊 11引所げ"Î J) 方がこの地方の f\':夫

(1"1 な IfJf n'lj 'l lヲ態で、あって， Fi宮.2 ， 3, 4 の }f;!阜のものは rI'fi枯

との地方の土壌の王IP.学(1'~'I'J:'ff%:: ;;11 るために， Fig.3 の丸山仲間HH-lí'iiの崩壊して L 、ない地域

のJ:l:IQIHI釘 ri'lÎの 1 ， H, III Ifr と IIÎJ じ地域の崩壊地 (Fig. 9) の 1 :l'M/J，f lJjfINの B ， 111 (A') , Y!tf 

につL 、て，その機械的車11)J:l(，口然状態の芥杭irL 他水'f!:量， I1 然状態の透ノルド'1:等について比較

を l試みた。

A. 機減(1悦IlþJと

ピペット法によって出汰分析したキlけLはみín 去である。

とれらの:1 :峻はよ(l牟 1 去に示すように， Clay のきわめて乏しい， Fine Sand (手伝径 0.2 、

0.02 mm) を七とした砂土で、あるととが什長である。とのととは， とれらの土壊は非常に新結

性が乏しいととを意味し， R主主軟に土H~秘しているときは崩れやすし、ととになる。

B. 自然状態i乙必けるJ:Lll学的性tr-

上記の土壌怯より 400cc 芥の採集円fむを削 L 、て試料を採集し，その零封]孔子L隙量， iえた

得水量会与を測定した(第 2 夫)。

第 2 去によると丸山何野斜面の崩壊していない地域 Fig.3 Jコ土壊は孔隙一量の少ない緊絡な

こ1:壌で、あるといいうる。採集時水分量は故大;然水量に近い値を示してゐり，多湿状態にあると



第 1 表機械 ;1'-) 組成

Table 1. Mechanical Compositon 

Coarse Sand Fine Sand 
(2M2)fOL0  02 

日1m j ¥ mm  
切， qo
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, 0.002 mm  
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第 2 表 自然状態における理学的性質

Table 2. Physical Propertieョ in Natural Conditions. (Mt. Maruyama) 

最小 最大容水没
容気量容償孟註
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pρ 子。 ?ρ

f夜間i寺 !K分
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Volume Composition of Soils in Natural Conditions. 日1t. Maruyama) 

とを示している。

C. 自然状態の試料の透水位

上記のこl:壌について，飽水状態にむける透水性J)大小を比較するために， Fig. 10 の装置を

作って試験した。 400cc 存の土壌持集 flj筒で採集してきた試料を飽水状態にして，上下の査を

との試料のJ-.両に径 7.5cm下部1.5cm を水~II に没するように水槽中に静置した。除き，

その水面が試料笠置いた水槽の水面と常『

との状態ででl:壊試料をと通過してでる水量を時1m的に

と ~Lに 7]( を?主いで，

の水柱直jを保つようにした。

の円筒を深さ 2.5cm さし込みP

Jこ h=6cm
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第 3* 飽!k状態におけーる土壌透水速度

Table 3. Permeability of Soils in 

S呂turated Condition 

J表集f立iE ト;奇 1セ深さ 透水速度

cm cc/min. 

3" 0.8 
丸山裾野

斜(非崩壊面) 
1I 60 2.5 

111 70 2.7 

B 25 12.7 

h., 5cm 
同(ij'rij~聖地k) III(A') 70 14.1 

第 7 図透水速度測定装tì~i
Fig.7 V 90 j .4 

Apparatus for lVIeasurement of PermeabiIty. 

測定し， 15min. の-'1'-EJlk量を計算した。

この実験で，崩壊奈Fn'ri Jì' Fh+て、 Jクる火 I11 ~JI己流肢の，iA;j<'いこうし、ても i七較検討して L 、ないととは

jはもイ市11ながfよj~であるが，以|二の中11; 県から，

a. ゴ1"崩壊地の }Jが土If杭情!立がんであってだ?隙量が乏しい。

b. J~j壊地の1lI 1斤(A' ll"f) は !I 与に然防;量がたきい。

C. 透ノ'J，試験では非崩壊地 el:，jôに d<'ff)は透;J，，'I"1:が乏しく :1:.\:NWrl人']i乙法返するととが少な

c 去fúiNCFが多 L 、ととが巧えられ， : 11liW" ì~':Wtを榊すにしたがって透ノ'k'I"I，のんきいとと

は p 法透した水の1KJJはドWfほど材くなり，崩落に到るような営}Jの有!?杭の生じないとと

が屯t1'象さ Alる。

d. Z湖沼量と法ノj，辿皮とは:'d料、"関々係にあって 111 (A') )jfは iはも透ノ)\.'141，がたきい。

3. 斜面崩落

IlfJJ蘇内愉山の今ニヂuJ\持のiはもはなはだしいのは， UII.医科fi'liの hij砕て、あり，熊本i[iに i!~7J\後，

著しい:lJi似If干/(，1) あったのは，主として p との余:トげrihiJ i存の Ui'ýで、ま}ると二与えられるので，引ーに

との斜日'l/!ll j;存め IJ;( 1'，1，様式，将来の防止策について， :l :J:N学 .)j _-\'，:JJ}jから検;1'J を力1比るとととし

た。

斜面崩壊の形式は山岳部斜町と何虫Í'符斜面の崩壊とがあるが，その).;，部分は去居 1m 前後

の!字さのものがj骨り落ちているものでp 而干=li.自句にも非常にーにきい。残り一部のものは，椋高差

7~8m ごとに 3~4m のi与きさにえぐられるように崩壊して L 、るものである。一応前xを表皆

ì1tì;存p 後者ーをえぐれ崩壊と仮称し，とれを検討した。

.1\.. 表}母滑落

去居j骨落の起っている iWiJî につL 、て，崩壊地側同に現われ-n 、る :1:壊ii干{立の状態やとれにで

きた亀裂によって P と、の居住でìfJ-i与が起っているかを調杢し 3 さきに述べた理学的性質等よ



l'� 土壌関係 (橋本)

し その JJ日 I i-:I を巧摂した。 さらにJ本奈斜斜';:可呼'1千lト印-品f引ñ'l川l

るものか，あるいは上部から起るものかにつ~ ，て，小山

悼の泊Jì存例によってtfはきすることにした。

a. 治法地にむける :1:堤防rrJ'lj::;~よび亀裂

i) ÆH 子汗i位(色礼村)のhiJ法例 CFig. 8) 

A清 35 cm , J:巴色火山砂， þ竪， J~f(~1~ 多数シトギli ，

single graino 

B hf 35 cm , 11;\イI~ 色，牧， sing-le gTain, :('，:{jH/'な

し、。

111悦i吟千 3却Ocm ， .~泣'VY吋"庁7ωf

- 67 ー

Fig. 8 Soil Profile of Slipped SIope. 

lヰi次丸， 多 i毘。 い v … "¥4: 

1 ほ 20cm十，示制色，きわめて!も massive ， 火

L1 lilt!.Nc。

崩壊rílÎには 11 )fi-の赤外j色の!笠併な :1:出が主として時1 1'，

している。すなわち，とh より_1:t~Flにある A ， B, 1 の

火， I ， {ì久 i7{ÎJì ll千がhiJi存したととを/)ミしている。

FIt村[IJj 火山 ;1己iJic }jf 11 r出L 自性fで p 比較的に不透ノ1'\

'141:であり， そ JJ _J:l1"i- .Jう A， B, 111fは {ì何Tある L 、は世~~

'['[であま川 ，'il付していないので透ノ'1\'1主が良く，一時に多

量の降ノk があると_ '-.1f[11ぽは存易に他ノJ，状態になり， 1~ 

透J]'d卦( U JvD JJ _ I 二部で， hff立に沿って地rj' J)¥ J) tlilの?nC w 

Jしが起ると右えられる。 日 1I千に接するー|二部!??はちょうど
。去をγ五食器主務湾総ジペ

軽イ jl什( 1 1&) にあたるので， ととに千宇治:了-Iil Jの Niキ，'WJ， 写真 12 根子岳麓(色見村)滑落地
土壌断面ω様式

がなく， との )j;i- Jヲ (;1;うトがi'f'fií存 rJ'lj となる IIf古l~'/:'l:が強い。イ Phot. 12 Soil Profile at the Bare 
Fallen Slope. (Shikimi-mura at the 

透Il01~f に沿ったよ也 II' J)'( J)NULは ， ;m.h1jに沿って流ドする Foot of Mt. Ne1王0・dake)

にしたがって営 }J も集的し，水量も多くなって夫r(J Îに海流しようとする -}J になし弱，1，'，Î. を契機

として切断崩壊がはじまるものと想定される。表}言のifrf!ì(:な火山砂1自主:ftî結性は乏しいが，比

較的緊併に土佐詰し，禾本科~~!ï~_，;:の根が需に分布して絡んでいるので， 1 枚の板状になって討す詳

したととと考える。

Phot. 12 は同様に根子岳麓崩壊:lîtの断由.であるがりの例に比較して浮石居が蒔くなり火

山泥流と浮千iほの川に，飽水)Jのんき~ ，黒色埋没土がイ{-(!:し，との部分が1'r}~，i九面となっている。

ii) 丸山仲}llif斜)J'J Î7'f~h等例

Fig.9 はこのこ1).;(QJ1f[祈而Jl例で、るる。
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'Il 

第 9 図 丸山裾野斜面崩落地土壌!爵|祈国と白裂状ih:

Fig , 9 Soil Profile at the Side of Fallen Slope , 
and Fissure on the Surface , 

lV lぽ 5cm ， I円相色， Iti色浮イ[混入， i!九多湿。

vhを 5 cm , Uif制色， maSSlve。

A Ilf 11 cm , ;:n悩色， crun1b，下'ti!; 3cm 

はやや杭誌の;J'iJíjった火山砂堆fH， ",!;E 

H~情。

B h-!' 40 cm , single grain，一'(';'líi'"や

blocky , :，':ql~多， ド;"市 5cm はきわ

めて似'1次， single grain。

l 情 5cm , /.;~倒色火 1I1砂， ì!九きわめて

湿。

II I!'i' 15cm, U日悩色， えきな発j主の昔話い

blocky ないし massive，多湿。

111 M,(A' )10cm ， ;:n色行機町二I二特， 1nassive ，

3!Þ)円
3-' I~ヒ。

V1 )1"r 40 crr叶， Iリj制色，火山山iriC massi ve，きわめて堅， JlL11U: 。

¥1 )校以外は比較的軟らかな砂町のよIIJl' i物であって，とのl好 Il;trlJ'rjにたいても， \1)詳の長滑な火

山 iJI己Nêが不透ノ')'('1"1:の J，刊すとなって， _I'，fil;がìtf詳している。ìtl'浜1"f1;のー 1 :ÌJQlt1rrrJÎに生じた亀裂は

Fig, 9 Iこぶすとむりであうて，千♀)討の強!立の::X::S~ をぶしている。すなわち，との屯裂の 11ラは B

!仕卜点í ， Jl)斤のように比較的縦に走ってい乙部分， Bh;;n，-t， lí ， I ほ Hr-Ií必よびlV肢のようにもifに

主t-っている部分， 1゚!r�' (A' Iぽ) のように縦iこ柿状lこま111かく亀裂の放んでいる与?と 3 fí[(:J;'Hに分

けられる。とのー[)J~が降ノkによって他;)1: L , 'Ti:量がJ怜えて強度がrI'T(に|耐えられなくなると，

f色否2の仙こに古った I 肢の_["ド， lV ほで1't'} り p 目)併は市111かく石争けて|心Jtまに1th'fí:，n)ぽになるととが

泡!むされる。とれらの弱点はMタ!吹あるいは f， l恥J;性の乏しし、砂61W?で，列l祈強度のす弘、ことゐよ

ぴ透;)1: '1"1:がんでとの'1'il;分の ;kの iJIUJがんきしもととが挙げられる。

さらに火iI liJ己流の \1 )j'fが不透;]\H として働き，その_I"tlíで下1fノk時にはよ也 11 1 /判定が起るととを

え:しているものは， Phot , 13 , 14 で、ある。と hは Fig， 9 のiJ)Jl県川 fíf・H立のj英~:(t- I 二 Ifrゥた1'U存

の切取聞に現われていたもので，火山泥流の上部で、地下水が主主11'.し，断面を伝って流下してい

る。すなわち， '1 居が不透水浴であって，その上部の主力ノ1'\が，との辰に沿って斜面乞流下して

いるととを示している。 Phot ， 13 の中間滑に穴のあいたように崩れとれている部分は， Fig, 

9 の I 涯に相当する部分でp 脆弱な!ぽで遣うることを示している。

iii) 白水沢ー日夜のj骨洛例 (Fig， 10) 

I ほ 100cm，主主色火山女砂， single grain。

II )晋 CA')15cm，帯主区相色， :t1I没有機訂土壌， ma~sive，軟。
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写真 13 丸山裾野部
火山泥流の不透水性

Phot. 13 Showing the Irregular 
Permeability of Soil Horizon. 

111 llf 15 cm ，火制色，i広場 I: ， î!九 massive o

W 防 30 cm+ , IIlf赤側色，時 massive.

火 IÍI ~J己j布。

と J)]}千 If，lrn市1・J，ilI:は， }:.<I討によ仁11[:交íl''))!，J:い，新

鮮な N:~色火山砂防がill 附してし、る。と J'ilけは

single grain でf.li%if'1"'J:がな L 、。をの 1.，::(i!:I; にあ

る }X1:色の有機't'U:撲の亀裂は椛に主つてゐ

1) , との)授をim存日'IÎ とし，そのー卜~t~r; J) '*は多

くの亀裂が入ってし、るととから，炎!訴は寸断

されながら出法していくととが想定される。

以上のように去皆滑落の生じてし、る土壌!音

写真 14 同左図の土壌層位

Phot. 14 Soil Profile of the Left. 

n 15 
15 

哩

W 

第 10 図

黒色火山灰砂

Single grain 

帯黒褐色 M品5sive
較
灰褐岨貿軟。

日音色市褐
国E
('k山泥 ;!ill

白水沢上流の崩落面の土壌!両断固]と亀裂状況
Fig. 10 

Soil Profile at the Side of Slipped Fall SIope. 

断面をみると p 必-t-深さ 1m 前後の部分に火山泥流の居がるって p との居がきわめて堅持f

で，その上部はがi結性の少なし、火山可欠砂居からな 1) ，特に脆弱な軽子îllfや飽水性の大きい黒色

土!時等の異質の肢が介在してし・る。火山泥流の居は， Phot. 13 に示すように不透;}\屠として

{動乱降雨が続くと，とれより上部で、は芥易に飽水状態になり，過剰の主力水J土斜面方向に流

下するととが5汚えられるがp 火山泥流情の上回に沿って最も強〈流れ， i骨五千のj馬滑耐の作)JJ を

するととになる。さらに地中水[主流下とともにその量も速度も噌し，集積されて表面へ遊rJl，せ
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んとする力が働いて10j詳の起九となると二与える。とのような飽水状態になると，抗 2 去に示す

ように著しく重量が哨加l しi'l'.l'訴の作 r/J を助長する。さらに主要な事項は p 第 1 去の機械的キ1 1.1J;l(

に示すように， Fine sand が 45~75% も存在し Clay がほとんど{(-:(I: し左い状態にあると

とであって， Clay の多」、土壌に比較して粘結世に乏しく則。「強度の耳弘、ととが与えられる

が，とのような砂質の均一な *IIJ;えのこ[:壌の勇断強度は p 水分を合むにしたがって著しく減少す

ることである。すなわち，阿蘇!人川iÍTij山のこと壌はある科!立降水が続くと続斜地以外は，きわめて

崩落しやすい条件を具備している。

b. 表面滑落の様式

炎暦滑落は友!母がたきな板状で、滑り落ちるものか，あるいは、J-断されて崩壊してゆくかは，

土jiõ枝土壌居の様相によって呉なるのではないかと勾えられる。前記 Fig. 10 の J" ノk沢 l ゴオtの

}j)j i等部のように，表情がJr/~、 Single grain の砂肘であって， 1 ，'可申77性のない上場合は，市|リカ通〈寸

断されて崩落するものとゴラえられる。 Fig. 9 の丸 JJ I の例のように，火山泥流に辻:ずる I:'d に?字

訂)此黒色二[:居やq，;]・ lモ!位当誌な肢がある場合，あるし、は去!ぽfL Æl~系がZFiに絡んでいる叫介は相当

まとまって崩落するものと考えられる。とのようなÝ'['h初l'htの設は崩落が起る寸-rì庁に現わtLる

夫而亀裂のでき方によっても 5，11 るととができる。 Fig. 11 は小刻みに崩壊が進んでゆく例で

あり， Phot. 15 は;j(I"11こ Æ'II 当 n川Iをまとまっτ1m;;存するととが予想される例である。

i )斜面の上部より hjj併がすすんだと二与えられる例

Phot. 16 にみられるように，科胎{上部に一部穴があいたようにみえる 1'~落而は， 'j)j詐が上

部にはじまって下部へj立行ずる可能性を示す例である。 Phot. 15 もその進展状態を示してい

る。全般にノj、四悼の hijf存の例からみると，下tf同通ら iþj~W-が遊民するものよりも上司;亡、Jjijií存の起

る例が多いようであり p 地 '1'水の増加にようて支部へ5'1tIl'， するととががj訴の起因であるととの

裏付けになると考える。と d 様式の崩落は，特に去作'f1r-[;の或1凶「強度の弱L づ:壊に起りやすいと

尾根

ぺ三三ごヘ\

第 11 図表面亀裂の様式
Fig. 11 Fissure n回r th邑

Slipped Slope_ 

写真 15 表面危裂の様式

Phot. 15 Fissure conecting the Fallen Slope. 
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上i1れよりの滑来

第 12 図上部より滑落の進展する例
Fig. 12 Slipped Fal! ∞curring 

at Upper Portion of Slope. 

写真 16 斜面上部より崩落が進展する例
Phot. 16 Slippeヨ Fal! 0ニcurring at Upper 

Portion of Slope. 

J目、わ~lる。

íi) 判的i下'{i!; より ìúJ訴のj住民する例

Fig. 13 にポすように，斜rf!i rj 1 肢に絞ltf'，:I;がある叫介，とれに 1:'tI\ÌJi1i存Jコ JI ，( 1交のーヨがとど?

まって1. 'て， -':i\l;からのhii法の例をノIとしている。

下(';1;からのi'l'h存 l主主とし渓谷の結í11\によって斜凶j)主主1;が臼法される叫合iこ4 ‘j iこ多い。 Phot.

17 はJ二郎から J) ，付îf{.とド'tl;からの滑落が辿絡したものであり， Phot.18 はいまだ両{í"の辿:絡

するによ去っていな L 斗犬}庄である。

夫lffi'l'h存が，(I'IMJ� , 1 :'，\-1;から渓谷に去るまで全H;6計上ì'H-iオ'uごして 1. 、る Phot. 19 のような例

と Phot. 20 のように，全休が十社決しているが注rjlでとどまれ 1'.1";1;にのみ崩落時11 11 r i'ljの生

じている Jj/J{t-がある。と Jしは Fíg. 14 に示すようにj莞

特使仙の強さの州i~~によって生じた現裂である。

m法斜ri'rîがf2:斜で似かし、場合は一様に削れて， ÌJij壊

Il'ljは l'iJ 一色の二1:壌がl見われているが，会M(J j がr.&:やかな

ド ;~i) より滑落の-[JlJ

ぺf
d ,. 

第 13 図 下部土り滑落の進行した例
Fig. 13 Slipped Fal! occurring from Lower Part. 

写真 17 上部骨落と下音「滑落の連絡
Phot. 17 Compoユnd of Slipped 
Fal! at Upper and Lower Part. 
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写真 18 上部滑落とド部よりの滑落
の連絡するに至っていない例

Phot. 18 Slipped Fall occurring 

at Upper Part and Lower Part. 

Fig. 14 

写真 19 安全滑落の例
Phot. 19 Slipped Fall occurring 

from Lower to Upper Part by 

Side Erosion. 

第 14 図 下部より滑溶の一例
Slippe:i Fa!l occurring from Lower Part 

l斗介， Fig. 15 に示すように出壊凶jOì.1二部と内111こ rlr

I l'r lの I)i~清(弘色1:皆)がJJ~7hlL ， qrli日部に Jμ;サの火

Uj~}己流!ifがみえている。さらに制的Jがi毛くなると， μL

偵の異なった崩落が数川i住民して肢が縞状に崩壊耐に

現われている引合がある。
写真 20 滑落の途中で伴止した例

Phot. 20 Slipping Surface stopped. B. えぐ l L ]jiJi'存

山版主'[巾[が長<.月三がjll1J'也状の会'1 而[では去lt千 1 m r"]外のけ}訴を 1f llJサヘ総高差 7~8m 単

位に陪r~状に崩壊し， flJ孤を画いたような崩壊耐を作り， 4~5nl の泌さにえぐiしている。と

の崩壊は火山ìJtNê:U告をも行IJ り込んでし、るが，断げIjに幾条にも ~I:出騒が現われて L 、る場合が多

い。との現決は問地形のlぷ、斜面では，降反物が比較的厚くたまっている場合が多 L 、ために，

崩落する場合にも深くまで ~ì主する可能性がある。との上うな地形では p 地 J火水のみなら歩，イミ
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第 15 図 崩落閣に縞状に現われた土壌層
Fig. 15 Soil Horizon on the Bare Surface 

of Slip Fall. 

第 16 図 崩落面に土壌層が縞状に現われる{タ~
Fig. 16 Horizon appearing on the Bare 

Surface of Fallen Slope. 

第 17 図 えぐれ崩落の断面図

Fig. 17 Section of collapse. 

透水i皆_Hi刊を流れると想定される土佐中水もw抗する可

能性があり，崩壊の営jJ も強大になって大規棋なÌli"i詐

が起り，火山;)己流府をも 1'1' 1) る も の と思われる。その規

模が 7~8m ごとに行われるととについては不明でる

写真 21 え ぐれ崩落
Phot. 21 Collapse. 

る。

目 土地利用および植生と崩壊の関係

一一特に森林の効川について一一

阿蘇内輪山での地71ヲfL応じた土地利JIj区分はつぎの と主主りである 。

a. rl' 岳，高!荘地区

1. J1!. ト.. -' 1守口'l'Hí--li'i.牧地

2. ~Li干tj.:2;II!俊1\，'1 1 _ トー 部 岩子 i出11 '， (本利川地)

", _I-. 官官一 劫サ本(水平1) JI)土也)

'1' f 部
ー一一ぽ草地

下部
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第 18 図 えぐれ崩落の側二列

Fig. 18 Compound Collapse. 

第 19 図えく.*L，崩落の一例

Fig. 19 Compound Collapse. 

副総理議総~川事瀦態議議毎何十 、

3. *抗野 j'fI)台地 1':1";一一一放牧地l

山 1I亙斜 rM -採取也，一部放

牧ょ也

4. .:!Ii.. J:I( 百 1\ J二 六1\ 森林

rj-l部，下作11 --'1干11/存， */1 11也

b. l'良子(1;.1也区

1. LI I!ï";.;包:峻部上部， 1/ 1 詐1\ 森林(ぷ利 IIJ地)

i'H; 採平土也

2. 扇状介地上 ?午11 放牧i也， *，1~林

11 1部， ド令 1\ 部落，畑i也

すなわち，Ë主主の主体は牧市であって点担F台JI1L I二は部

落)I~'rfの放牧地として利)1) さ A L，作会~I・耐と山 l T:;'1'n;斜面iの

写真 22 J山|河内に利川できる範闘は，冬季I /l Jの飼料に供するため
えぐれ崩落に現われた縞状土壌層
Phot. 22 Surface of Collapse. +:r:l'.'UI主として利川されている。千地部は目給食胞を生産

する以外に，家斉山制中?としてトウモロコシを栽培している h'IÎ干l切;きわめて大きい。森林は千

地郎の耕地の上部，何野 ri'\'I\の 11Uに存 tl:する。とれは耕作に必!立与な労 }Jが減少したととと， f24

JI~.f)Þ作に金肥施肥等集約的になってきたために耕地告1\に土地の余剰がで‘きて，林地化されたと

L 、うととである。

山担者'iíは放牧， 1主:平のために， ~:~lrC生士也として永続させるために，船木の:メく然に侵入すること

を防ぐ [:1 的で，辿:年ある L 、は rr';，j ~I:.に全山に火入れを行っている(火入れの効川についてはその

他多くの利点を挙げている)。

j:nE&f<内倫山の ..1:壊の諸性tl は， Mj主のように綬斜地以外は大量の降下r:iがあった場合きわめて
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j出'j[，月7月j~落存しやすい '1"刊Jド門"1日I

lにこ主公詮いた方方;1.法去とはし、えない。すなわち， 禾本科植物の本原状態を主とした土地利IlJi.去で、は，支

!膏 40cm ほどはその1艮によって箸ハこ身訴事さ A しているが， J_:lg.として J)i凶ぜな 1".1\分は，むしろi也

ド 80~100cm の部分にあって，下授の火山泥流府と遊離する傾向にある。との，:1:壊の保全を

期するためには，泥流腎と上7郊のこl:壌との境~'~h'IÎ を -!~r l，.、て上下厨と !ffl: I亡 ;ili%r'，'ずるように p いわ

ば枕を打込んだようにする必要がある。との 1=1的のためにはできるだけ深恨性の樹木をもって

地去を縦う必要がある。とのような考え右に王った証左として森林が崩壊防止にいかに役立つ

ているかを主!嘆に/J~ している例を述べる。

1. 樹木による山山蒋商の崩落防 II~

樹木による山 JJ足奈l.h'IÎの i1h'ifß)jr[ ーの例!ま Phot. 23~29 にあるようにマツ p ナラの生立して

いる部分である。とれはマツ，ナラの11~系がi栄11H'1，であって，火山'l)己i布:UFr を主fいて 1.背任J:肢

を保持しているためであって， Phot. 38 , 39 はナラの桜系をど示して二、し也径i亡比較しーとき

わめてたい机が í]î;l!Ïならびにノ']'(-'1'-1こ 1rpv:て‘いる。マツの根はナラに比較して木さは劣るが 11'心

根だけでなく， ;f:ltrに〉むったNからも手白iこi架〈分 Ilt主11~を下ろす習性が1、められ， Ll I 腹斜閣の hij

7f千を防ぐ叙j丸山まえきい。

丸山附j止の I-.:trlsでは Phot. 30 のようにノリウツギの群落が崩落を防L 、でむし ~[j岳地形

部の 1 ， COO~1 ， 100 m の附3[[1乙帯状にM:えられた県行法林のスギは ， 1/:,); 1こ~~:剥げ'JÎでな L 、かぎ

り斜面崩;法の防止に役立っている CPhot. 30) 。 桜子岳は前に撞べたように '1 1 ~'Îí'， 高岳に比

較 Lて急;11度で、あるにかかわら十，かえって制 n'JÎhi]壊が少ない。とれは士山ラがきわめて念11凌なた

めにその j末広区域が少なく p 天然の樹木の侵入をゆるしているので， ノリウウギ，ヤナギ，ナ

ラ， カシワ等が多く生立しているためと考える。

Phot.29 に示すように p 渓谷部は蒸れの銘/1 1するま

でに深〈掘りとら iしているにもかかわらや， Nfゑ千百rÎ J)

枝jオ三の神" icÞ. しているlJUJ!î'は j品i害するに主っていないυ

写真 23 樹林による崩落防止
Phot. 23 Side Slope conserved by Forest. 

写真 24 同左
Phot. 24 

ー



• 
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写真 25 樹木による崩落防止
Phot. 25 Side Slope conserved by Trees. 

写真 27 向上
Phot. 27 Side Slope conserved by Forest orTre巴s. 

2. 樹木による渓谷f}(i1I.防止

樹イ本tによる j渓美谷侵侵-口倒蝕d虫lの防 11止i土:には山f岳1;

ヤプシ iに亡よる裁効j 耳果ミがで犬1た三で、ある。 との例は表阿蘇地区

(黒Jl INtH科面)で多く認められ， 4j=に杵Jる(Îiにある

制 L、櫛の歯状の侵蝕谷に fl生しているヤシヤプシは，

よくその効果を現わしている。

扇状地帯の河底侵蝕]jjJ壊は蹴速のようにはなはだ大

Phot. 26 

写真 28 同上

Phot. 28 

きいが，との地X~~ ，乙森林のあるととは，との rJ'ljの侵Ml防止に大いに役立っている。とれらの森

林を離れた部分からi架い佼蝕が行われている CPhot. 33 , 35) 。

河川域にある森林が， : [:干 iNtq-，\，に治石を Hrf: して下流のj川 ~!:f;，_: û1t ，耕地，十・Ji'i存の災守を防 [1:し

ている例が多く，特に Phot. 34 の色見村部活 i二方の森林による土砂行 rf:効県はんきい。

W 今後の対策

イト三たの阿蘇地区のた地位なノk待の原因について p 主として地形，土壌;!;，よびそのこ[:地利川法
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写真 29 森林による山腹崩落防止
Phot. 29 

Side Slope Fall conserved by Forest. 

写真 33 森林による扇状地の侵蝕防止
Phot. 33 Fan conserved by Forest. 

写真 30 森林による崩壊防止
Phot. 30 Side Slop色 conserved by Forest. 

写真 .31 森林による土砂子干止
Phot. 戸1 1¥1ud and Stone Flow stopped by Forest. 

写真 32 森林による土砂拝止
Phot. 32 
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とをと結びつけ℃乙汚'れした。すなわち， iliJl袋のイ，: '{'[n"J な )Jí[! "iは，夫 1，νH土記の!陥:材十!:にあ i) ， Jω|ヲ

がとれを 11比三し，その 1:地利川法何年iこJゃ;li士也)があわせてその -1 1，1 となっ ~.c l， l るように観察

される。 Ulし地形による IJ;[い|は抗命的なものであって， 人 )J をもってしては非効に改善す

るととはできない。だから -1:1也利川法を改干与するととによって 11 (1'']がj土するととができ zかを

検:刊しなけALばなりない。とのようなぷ;1);1 乞もったー 1:地で~ 1:地産←誌の集栄と L 、うととを Jすえる

場介には，土地保全を念nt1に主rいた i:地利川をはからなければ恒久性を明むととができない。

すでに本年の冬季li lJの '1二の何料J主将ロピ地l~.た JìhJJ詳のた

め?干し〈イJ)止し，部品」己は所有1în数を iJdX '1--せねばなら

ないととを覚↑汗してし、る状態であり，とこ数~I 三 I i\ Jは何

不量を旧に復するととは 1*1郊で・あると巧えられる。 も

ともととの地方の崩壊，佐伯は科!主の{~::とそあれたび

たびくリ返されたものであって，とのととは，似了イí;

館の扇状台地にあらわれた 1 :t;~M'117f [l'liから，あるいは

写真 34 森林による士砂行止
Phot. 34 Mud and Stone Flow stopped by Forest. 

写真 35 
Phot. 35 Fan Conserved by ForesL (Mt. Nekodake) 

写真 36 カエデの根系

Phot. 36 Root System of Maple 

写真 37 ケヤキの根系

Phot. 37 Root System of Zelkowa 
serrata Makino. 
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写真 38 ナラの摂系

Phot. 38 Root System of Querqus 

serrata Thunb. 

丸山， (-j lK +'L 1'.'(¥'IIJ� ~II胞斜耐の浅L 引l

土也7f~~~長からうかがうととができる。今

後も，現状ではたとえ小規悦であって

もす|続き崩壊が起るととが恕定さh，

まして今次のような J~lk守J寸支は，崩

壊寸前の脆羽化した州 IÎIÎができている

ために一好危険な状ji~にあるとみなけ

ればならない。 I~'ずるに牧者7ミの今後

の進展!主待望rではたい。だからといっ

てJ:J也伐とゴモJリ1之 ;'1子~~として， ).:.雨[干:i{の

森林化をはかるととは，結果として牧

写真 39 ナラの根系

Phot. 39 Root System of Querqus 

serrata Thunb. 

写真 40 スギ，ケヤキの根系

Phot. 40 Root System of Cryptomeria japonica D. 

and Zelkowa serrata Makino. 

斉業をほう棄するととになり年々の現金収入Jì立が社経することになるので，実地は不可能と

いわねばならない。幸ft品雨ij -X'折衷の i1f_牧林業，森林化の漸土??ということになろう。

具対的な対策としてまや実施すべきことは，治Ulifì水 1: ‘JfV'~'施工(現在の荒廃地の復旧)で

ある。 阿蘇地区としては p ぅ文化の進んだ黒川流域の;方;が治山 r:事が徹底して実施されている

が，地形その他の条件からみて， 1 '(1 11流域，7)方が崩壊の危険率がえきしこの方耐に.r.~HーのよE

，tM:ゐかれるべきである。特に今火災符の 4 うに p その裂が熊本のようなド流にある1flldi に会

上ぶことを-)雪えると， (1川流域の治山治ノk工事をゆるがせにするととはできない。現在の崩壊斜

llijは砂防杭栽， ~R芝等の山胞工事を行い I晃谷のItミドîl め， 設)~':nJfを実施するととがへてまし
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い。牧市 ，!(M~'，;]; i放な復旧を堅めないとのよ也方では，治1111白木工;oJl:\/') 施1:は，現金収入Q) fliím策

としてもんいに立三史がある。

現在の土地利 IJJ区分ごとに再検討を加えると

(1) JTL!ブi斗凶11-一「欣牧地

この士w.J:-&は崩壊に直接関係がないのてv 現状どゐり放w<)'Ù~として使川する。しかし，政牧 t也

の山千11l と頭数の不lfc1jQ!j ， 年々の火入れなどによって昨必化し，十1([生はシパ型になり，不~l:_量も

減少している。できうれば火入れの+r/1i[，IJ ， JJ巴柿竹なII[ とともに栽土庁牧巾:Fli:の導入がのぞましい。

(2) 山岳急11，凌部一一森林地帯

私『柏î 1 ,100 m 附近にあるスギ， ヒノキの県行主主林地を rl t.L.、として， ナラ， ノリウツギ，ヤ

ナギ類主)切~#U*:伏に n生している区域であって p スギ，ヒノキはその成立の限界に;!iい条件に

あってきわめて生育不良であるが， 崩壊防止には役立っているので主として保安林に編入して

現存ρ林相を保全するとともに，怒済1林4水4としては才

と勾考-えら iれ1-;るる。 M崩j壊奈科:干ト凶凶h'附而'1可引IÎIは主ヤシヤプシ， ヤマハンノキ， ナラ， クヌギ等の導入によって土地改

汗をはかることにする。

(3) 山江(~示唆ド脅II---J{，平I也

崩壊の最もはなはだしい区域であって， -f:地保全の山はよf:王l~(l: J) -JT， if，'U也としてのこf:地利IJJ訟

を検討せねばならない。現(r:_の崩壊J/)!.の復旧(!肥料水従杭)とともに35度以上の2:斜土也は保安

林に中1;~入しナラ，クヌギ等を fil[栽し，将来は択伐竣林へと導入する方針とする。比較的崩落Jフ

悦れの少ない区域は咋草地として干IJ川し，官，/J料本のiIUI([ をはかる。 {1，，;野地形への法移l;iJ付近の

谷筋は ;ki}J;i尚芸林としてのスギ主主林を行うととが望ましL 、。しかしながら，との区域は崩壊斜

耐が多いのでp 実Z'f(1句には .Vf~1r'i:Þ也として平IJ IJJ しうる fÚÎfJ'tは梓しく i"え少するはやである。

(4) 何野台地』ー-Jk4土地

頂上'1三割部と 1 ，0様 l乙時悪化してシパ丞'!の牧野地になっ -c l 、る。倒壊に対して最も安定した地

域で、必るので， との JU!.:Gえを牧斉の'1 1心として今後も続ける。 N. R. S. の土壌五許調!吋4査'1刊桜H出!民4日千子告i号tによる

と，阿蘇の牧盟均灯FJ凶也の二J土f :J岨也利}川川1リj の京和粗i且i欣なこと否をど指主抑.心U し，1'干i

とを五記己迷している。何ー盟j:ff地が:/1止もとの対象となる地域であるが，現在の全般の紅度からみる

と，地域全体にとれをゐよぽすことは困難であるが，地利的条件の良いところでは積極的に実

施すべきで、あり，肥培によって生平量の増加と牧野他生の改苦ーに努力すべきである。な2L 諸

諸にナラ，クヌギ等による庇蔭林を造成するのも良いと忠われる。

(5) 裾野山腹斜面一一搾平地ゐよぴ、放牧地

との地域は牧斉業の冬季飼料の採草地としてきわめて重要な地域で‘あるが，一方土地保全の

立場からはi矧良性の樹種で斜面を被覆するととが望ましい地域である。また，土壌的な立場から

みても p との区域がスギ，ヒノキ法林に適している。しかし，牧斉誌を併存するためには混牧
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林J}~の}山Uι、泡担lでで.経営するととが必!咲咲でで、あろう。現イ打r-の!出'ji品ij壊土約:'1川|

キの布村杭f在i栽で、)寸よ~Í:よ:Í:'出仙:'1山H川H川l円'IÎの!川J山川，bj_之:をはカか通り， ~~な:j主~:干トμI也はクヌギギ、を布杭fだ[栽， 択f伐え建材林よでで、経営し薪 i渉炭炎品ぷ灸J;- ， シイ タケ府

木に利川するか，マツのだ然ド間によって成材、をはかるととが考えられる。その他の搾J~f(J也に

はユセアカシア，ネムノキ(沢沿) , クヌギ，マツ等を疎;f:I{[ し， .f雫「戸也としての 11的にできる

かぎりそうようにする。沢治L 、 ， q・!j' 1 こ f労ノk点字 H'r-Iíゃ prp也 JI王子郊にはスギ人工主主林を行な Lυ 経済

林をかねてこ[:1i今NéIIHS}j官li，f:木とする。 三のスギ人工J林本!主 f伐1主と.f~雫:には寸小、 n的(1白'ri仔干疏六づつ行な dわコないと一!度lfi流在

干下.をとめた1:1;ゴ刈1;'肋:豪IトH附、4村l日j刊，r宇にふたたぴ

(何刷6め) I扇蒜状台地地_1-.部一←一一森林， Jj故i牧I地也

}j針としては現状維Jすであるが， ~I ， {Îiなl唆地形から i扇状TîJ也への逗移部は4.Tに森林による土

砂好一11:の効県がたきしまた，経済林としても iはも成育の期待できる問所であるのでスギijE林

地とする。しかしながら，との 11的のために林地をあまり広くとると放牧J也両政が者:しくか，k'かす

るので奥行 50m くらいで良いと思う。とれに続く放牧地l主部活にも近い地域にあるので，牧

ヰLtltJ: ì1J:也として集約(1"1に利川できる可能性がある。扇状よ也にある作íìi'j l土渓fi(佐伯が起とるとと

が多いのでl~rr地にはスギ古林をする。とれらのiiょ林t也はんI白{杭J百十年伐をしないように注立しな

ければならないことは， ~ll 服季初'IÎ'乃法氷点ド付近や門I也部のスギ林浩成の場合と同様で、 3うる。

(竹 "I'-J也子\;1\- 一部活， fJ却l地

千I也部内法王JI:地は現作は tnIJ:也でるってトウモロコシなどの飼*'1'，陪稲， -11'.1i~:の食料生産にあ

てているが，ぇ:化のIlfJけた品川流域の -'1'-;也1~i)で、は j架さ 30m くらいの井戸を:t1il1 i) ，その湖水を

利川して水111緋fí走行っている。内川流域も科学的な地ド水調査(電探法等)を ijい，視点点

を求めて氷川，J;JI:作を計画し， t[lP也も食料哨産に革CI.I/~ を会くべきであろう。

との地域て、の樹木のM栽は=tflírH-J二部地岐にケヤキ，カシ，スギ，タケ等の防似!?林::;>上び尾敷林

を， illfJ ltは世;;uソJq乙 ':'1'"行してタケ，ケヤキ，ナラミ"，lt-の能7i-:林を初i)J:r('T J rJ(するととが己主ましい。

以上総括的にみると，今二:j~ 災符によって冬期!の保守'-可能区域は者:しく減少し，牧斉主による

収入は過去の 1/2~2/3 程度の減少を覚併せねばならや，それのtfiìl廷には，司王i也令1\民~の集約

化により，単位而的当 1) の金[l~x.躍の Ji'r JJII をはかるとと，治山ifνjく工事.等の労働iJ~x.入を期待す

るとと，さらに牧野地の改善と集約的な利flJを計画し立地 lこ応じた林業を漸増するととなどが

必要である。現地産業が ijミ舎によってこのような憂慮せねばならない事態にあるととは，社会

政策としても綜合的に計画をたてて善幸されねばならないと考える 3

附小園地区の水害

小園地区の;]'，容は阿蘇南事:ú!;谷工) ;j，守と全然異なっていて ， )L}立山の一部のi耳韮山に源を発す

る北里川がi l!.ì昨したための i!lf7;~侵蝕がお・もである。 Phot. 41 に認められるような，山頂部に
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写真 41 湧蓋山の崩壊ならひに林中日
Phot. 41 Mt. Waita.san and its Forest. 

写真 42 湧蓋山の裾野地形への移行部
Phot. 42 Spring Point of Ground Water. 

(Changing Portion of Slope) 

写真 -13 1)、国，北一弔) Ijo) (Jf]岸侵食II

Phot. 43 River-side Erosion of Riv. Kitasato. 

__4fr官崩壊が認、められるが， J1 1 .t也tl\は阿蘇

よりも地 11ラが綬斜であるのと p 広い範同

に国行村、乃スギ， ヒノキ，カラマツのilt

林地があるために崩壊の拡 A: iJ ;~II. Iとされ

ている。

当土也Iズ ε は líiIH(~士也区に比較して一時に

大量J)昨rHがあったが_ 1-_"lí:I;1/( 1J;f地に生

じたJjí1i袋は森林i乙よワてくいとめられ，

ま tôriU I\ した1:1沙も森林でとめられ，固

有林J) ドプjにある部詐千jJ'常生土U~ も全然

U.:0虫を'乏けてし、ない。 L山II{汗I iジ:!'[也臼同7河I'Þ予カか込ら初i

盟野fμ土也ω:11β三 lにこJ多行すとる) }，以人i.Iに之口ì羽!男1j;次J，丸心uυ，人JlL「.i1

(Phot. 41 fiT巧})， こ h よリ下f布は

渓谷に新しL イえイ')1\が起し転イ[が多くな

っ二いる。 i汚水l;(からド )jに渓谷佐伯の

:又守のたきいととは阿蘇地区と同様に4、?

長のある事実である o

i9j ;}\}，I;i.からはじまった渓谷μfi1\は p 数

出jv刈晃iオじが介流して勢L 、をえ ， MJ&:段j壬

の 'lt坦部 ICでて排地p 民家のあるjUr:J告を比二しく民間l してんきな U~守を与えている。 inf岸位何lめ
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はなはだしかったー 1 )，1 としては p 託生岸植

林がほとんどなく， ilりいから直接水田が

作られていることであって，今後の対策

としてタケ，ケヤキなどの護岸林の主主成

が望ましL 、。- i:NLI:1i:líJ)ir?千両で~ifulj;との

[喝 jj~点附;江に 1:)村の ~11 l't気のために加水分

解して肱弱になったためと与えらdLる崩

壌を認めることができる。しかし，小国地 4 

区は阿球地区に北I院して軒両崩壊のほと
写真 44 北星川の河岸侵蝕

Phot. 44 River-side Erosion of Riv. Kitasato. 

んどないのは，会lrúiが森林で、被わjしている以外に， そ Jの3こ土1:二壌は母母母村{::j である火山 4伏〈の)風凡化カが~j:準色ん

てで、均梢在質とな tリ1)，人， '1'，狩粘J山i伴争私払th川1

との士地也区一一，イ巾;店狩杭Jば土づ小、国林業として有4才名7可:な f弘4イ引{材林4ωJ、 f打f一 (1: ずるととろ℃で三あつ ζ ， 広 jた〈な何野よ地也形

の台土上.の -"1内三勺よ!巾l口H凶]f古，1川i

林の対1決決として効見県Lを挙;げアていることはF附I吋リ'Jj緋総I地也[区之と i比ヒ1悦ji比[吃交して興司昧味司凡、がある。 すな dわJ ち， この地方

の 1:地利川区分は非'jtに適切であって，食間としての米内生産は他地方に修1/1，するほどに生産

さ AL，その 1:にきわめて生長の優良なスギili林J也を持っている。'点、裕な ~ll村であし現:(1:の森

林J二部の 1);[出f-.t也、つ何{余・ド也を p肘えして，部落千fから夜、イ{に切けかえ， スギ25林を行う j汁画をし℃

いることはイ1効な処世と考えられる。
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Nobuyoshi HASlI DIOτ0: SoiI 

R駸um� 

In June 1953 a big fIood occurred in Aso c1istrict. The upper Iayers of the 

steep hilIside and vaIIey side sIippec1 off over a wide range of the area and the 

flooc1 water containing much sand eroded sides and bottoms of streams. The 

writer investigatec1 the cause of the flooc1 c1amage to obtain c1ata for a conserｭ

vation plan of the land. 

The c1irect cause of the damage is the extraodinary heavy rainfaII , but soiI 

properties, topography (very steep slope) anc1 lanc1 use (pasture Iand) etc. also 

have relation to the damage. The upper Iayer of the sIope is 80-100 cm in depth 

interposing thin pumice anc1 burried black soiI Iayers, which are the weak points 

against Iandslipping. The soils of this layer are blackish, basaltic volcanic sands, 
their composition being about 70% of fine sanc1, 10% of cIay and 20% of others. 

The sandy soils are very immature on account of the repeated ash-falls, so 

the soil structures do not develop and are of single grain. The properties of these 

soils are friable and quite permeable. The lower layers are the volcanic mud, 

which are very consistent and impermeable. 

Under intensive rainfall there is not sufficient time for the gravitional water 

to drain through the volcanic mud Iayer, thus forming much intermediate flow 
which acts as lubricant fo1' the slipping of th巴 upper layer. As rainfall continues, 

the inte1'mediate flow inc1'eases more and mo1'e on the one hand and the upper 

laye1' becomes heavier and heavie1' on the other. At last the intermediate flow 

breaks some weak point of the ground surface and sp1'ings out , thus caused 

most landslips to occured. 

The greater part of the mountain side is used as g1'ass land for grazing and 

pasturing. As the 1'oots of grasses do not reach the Iower muc1 soil , they can 

not support the upper soils from slipping. To prevent slipping it is necessary to 

plant trees having long pile roots which penetrate into the volcanic mud. In 

the field investigation it was observed that few land slips occurred in areas 

where the pine trees and oaks (Que1'cus serrata) grew. 

In the June Flood the Iarge po1'tion of the grass land was devasted. It is 

suggested that on these devasted sites tree planting be carried out to establish 

forests for the conse1'vation of mountainous land. 


